
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□成果と課題 

☆成果 

○学習やスポーツ、文化活動、地域住民との交流など多くの活動を実施することで、子どもたちが気軽に遊び

に来れる環境ができ、居場所づくりが定着してきました。 

★課題 

○新型コロナウイルス感染拡大防止として予約制や人数制限を設けて教室を開催しており、活動にも実施でき

ないことが多い中、with コロナを踏まえてどのような活動ができるのか模索していきます。 

○地域社会全体で様々な教育支援活動を実施し、学校・家庭・地域の共同体制の構築に取り組んでいきます。 

《事業の目的》 

子どもたちの安全・安心な居場所として「遊びの場、仲間を求めて」気ままに来て楽しめるように、ス

ポーツや文化活動等の取組みを実施することで、地域住民との交流や学年を越えた活動を通して子どもた

ちの自主性、創造性、社会性を養うことを目的としています。 

□ 特色 

下校後に工作教室や運動遊び、週末には自然体験や親子で参加出来るイベントを開催し、子どもたち

に工作やスポーツ、文化活動、地域の方々との交流の機会を提供しています。また、季節ごとにイベン

トを計画し、毎年多くの子どもたちが参加しています。 

□ 教室の実施場所 忍野児童館 「来夢」 

□ 教室の開催日  自由来館 月～金 下校後～午後５時３０分 

イベント 月２～３回程度／季節のイベント年４回 

□ 参加対象者  忍野小学校に在籍する児童 

□ 活動内容 

日々、ドッジボールやふうせんゲームなどの身体を動かす活動を実施する他、季節に合わせた活動や外

部講師を招いたイベントを開催しています。 

【毎月の活動】 ミニミニ工作（アクアビーズ作り、紙とんぼ作りなど）、折り紙教室、スノードーム 

作りなど 

【季節の活動】 夏まつり、ハロウィン、クリスマス会など 

【地域の交流】 親子料理教室（年 2 回）、茶道教室、田んぼの生き物教室 など 

 


